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紹介と批評

小
林
良
彰
編
著

　
　
『
地
方
自
治
の
実
証
分
析

　
　
　
　
　
　
日
米
韓
三
力
国
の
比
較
研
究
』

一

　
こ
こ
数
年
の
間
に
わ
が
国
の
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く

変
化
し
た
。
一
九
九
五
年
に
地
方
分
権
推
進
法
が
成
立
し
、
地
方
分

権
推
進
委
員
会
は
五
次
に
わ
た
る
勧
告
を
行
い
、
勧
告
を
踏
ま
え
て

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
に
も
地
方
制
度
調
査
会
、
臨
時
行
政
調
査
会
、
臨
時
行
政
改
革
推

進
審
議
会
な
ど
か
ら
国
と
地
方
の
機
能
分
担
の
見
直
し
を
求
め
る
声

は
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
初
め
て
包
括
的
な
制
度
改
革
に
着
手
し
、

具
体
的
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
た
点
で
そ
の
意
義
は
極
め
て

大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
分
権
論
議
が
進
む
一
方
で
、
受
け
皿
と
な
る
地
方
自
治
体
に
目
を

転
じ
て
み
る
と
、
巨
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
、
危
機
的
な
状
況
に
陥

っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
本
書
で
も
詳
細
に
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
中
央
政
府
も
財
政
危
機
に
あ
る
現
状
で
は
今
ま
で
以

上
の
中
央
政
府
の
補
助
は
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
の
重
点
を
中
央
か
ら
地
方
に
移
行
さ
せ
る
結
果
、
中
央

政
府
こ
そ
行
政
を
ス
リ
ム
化
さ
せ
、
「
小
さ
な
政
府
」
が
達
成
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
権
限
を
委
譲
さ
れ
る
地
方
自
治
体
が
「
大
き

な
政
府
」
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
［
新
川
、
一
九
九
三
］
。

今
年
四
月
に
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

各
地
方
自
治
体
で
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
福
祉
関
連
予
算
の

拡
充
が
必
至
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
財
政
再
建
を
進
め
つ
つ
も
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
い
っ
た
二
律
背
反
的
な
目
標
を
追

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
財
政
の
自
主
性
と
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
達
成
が
両
立
す
る
中

央
地
方
関
係
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
書
は
従
来
の
地
方

分
権
に
関
す
る
多
く
の
議
論
が
』
国
家
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で

あ
り
、
複
数
の
国
家
と
の
比
較
の
視
点
に
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
と
批
判
す
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
本
書
は
日

本
、
米
国
、
韓
国
の
政
治
学
者
、
行
政
学
者
十
一
人
に
よ
る
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。
三
力
国
の
中
央
地
方
関
係
の
違
い
を

指
摘
し
、
そ
の
再
編
を
進
め
る
う
え
で
の
阻
害
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
目
的
を
置
い
て
い
る
。
一
九
九
五
年
に
三
力
国
の
地
方
自

治
体
の
首
長
、
地
方
議
会
議
長
、
財
政
担
当
責
任
者
に
対
し
て
大
規

模
な
意
識
調
査
を
行
い
、
実
際
に
地
方
自
治
体
を
運
営
し
て
い
る
者
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が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
意
識
の
違
い

が
中
央
地
方
関
係
や
政
策
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か

が
考
察
さ
れ
る
。

　
本
書
の
調
査
に
先
立
ち
、
す
で
に
わ
が
国
で
は
一
九
八
五
年
に
こ

の
国
際
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
固
零
巴
＞
島
8
鼠
蔓
き
α
⊂
門
蕃
＝

H
目
o
＜
讐
一
書
軍
○
審
9
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
小

林
良
彰
・
新
川
達
郎
・
佐
々
木
信
夫
・
桑
原
英
明
著
『
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
み
る
地
方
政
府
の
現
実
』
学
陽
書
房
、
一
九
八
七
年
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
追
跡
調
査
と
し
て
の
意
義
も

あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
期
を
挾
ん
だ
こ
の
十
年
間
の
継
続
と
変
化
も
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
書
で
は
ど
の
よ
う
な
分

析
、
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
各
章
ご
と
に
紹
介
し
て
い
く
。

　
　
　
二

　
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
部
地
方
自
治
の
課
題

　
　
第
一
章
日
本
に
お
け
る
地
方
自
治
の
現
状
と
課
題
ー
地
方
分
権

　
　
　
　
　
　
の
視
点
か
ら
　
　
　
（
石
上
泰
州
）

　
　
第
二
章
　
米
国
に
お
け
る
地
方
自
治
の
現
状
と
課
題
（
テ
リ
ー
・
ク

　
　
　
　
　
　
ラ
ー
ク
、
ケ
ン
・
ウ
ォ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
バ
ム
・
ジ
ェ
イ
ン
）

　
第
三
章
　
韓
国
に
お
け
る
地
方
自
治
の
現
状
と
課
題
－
民
選
地
方

　
　
　
　
選
挙
の
評
価
を
中
心
に
ー
（
林
承
彬
）

第
二
部
　
地
方
自
治
の
政
治
構
造

　
第
四
章
　
中
央
－
地
方
関
係
の
現
実
ー
日
本
に
見
ら
れ
る
補
助
金

　
　
　
　
配
分
　
　
　
（
小
林
良
彰
、
河
村
和
徳
）

　
第
五
章
　
地
方
エ
リ
ー
ト
の
役
割
認
知
－
日
米
韓
に
お
け
る
地
方

　
　
　
　
議
員
に
関
す
る
比
較
研
究
1
（
蘇
淳
昌
）

　
第
六
章
　
地
方
自
治
の
政
策
選
好
i
新
政
治
文
化
パ
ー
ス
ペ
ク
テ

　
　
　
　
　
ィ
ブ
の
登
場
ー
（
張
元
晧
）

第
三
部
　
地
方
自
治
の
財
政
構
造

　
第
七
章
　
地
方
首
長
の
財
政
観
－
日
本
の
首
長
に
見
ら
れ
る
保
革

　
　
　
　
1
（
河
村
和
徳
）

　
第
八
章
　
財
政
再
建
政
策
の
諸
類
型
－
日
米
韓
三
力
国
の
地
方
財

　
　
　
　
政
再
建
政
策
比
較
　
　
　
（
河
村
和
徳
）

　
第
九
章
　
財
政
再
建
政
策
を
も
た
ら
す
要
因
（
河
村
和
徳
）

第
四
部
　
地
方
自
治
の
重
要
政
策
⊥
口
同
齢
者
福
祉
ー

　
第
十
章
　
高
齢
者
福
祉
の
政
策
過
程
－
地
方
自
治
体
に
お
け
る
高

　
　
　
　
齢
者
福
祉
政
策
の
分
析
1
（
名
取
良
太
）

　
第
十
一
章
　
高
齢
者
福
祉
の
現
状
（
小
林
良
彰
、
石
上
泰
州
）

第
五
部
　
地
方
自
治
の
重
要
政
策
－
市
町
村
合
併
－

　
第
十
二
章
　
市
町
村
合
併
の
効
果
（
小
林
良
彰
、
石
上
泰
州
）

　
第
十
三
章
　
市
町
村
合
併
の
過
程
と
地
域
住
民
（
小
林
慶
太
郎
）
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ま
ず
第
一
部
で
は
日
、
米
、
韓
三
ヶ
国
の
地
方
自
治
制
度
の
現
状

と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
を
め
ぐ
る
制
度
の
中
で
も
特

に
財
政
面
に
注
目
し
、
現
状
と
改
革
の
方
向
性
が
手
際
良
く
整
理
さ

れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
歳
入
に
は
中
央
政
府
の
規
制
が
詳
細
に

わ
た
っ
て
お
り
、
自
治
体
が
自
己
決
定
で
き
る
範
囲
は
限
定
的
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
歳
入
の
自
治
」
に
制
約
を
受
け
て
い
る
限
り
、
必

然
的
に
「
歳
出
の
自
治
」
も
中
央
政
府
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
ざ
る

を
え
な
い
。
地
方
税
源
の
拡
充
こ
そ
が
「
歳
入
の
自
治
」
を
確
保
し
、

分
権
改
革
の
最
後
の
関
門
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
一
方
で
中
央
政
府
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
弱
く
、
地
方
分
権
の

モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
の
が
米
国
で
あ
る
。
「
連
邦
制
度
の
下
で
は

中
央
政
府
と
と
も
に
地
域
・
地
方
政
府
が
政
策
を
決
定
す
る
権
限
を

共
有
し
て
い
る
」
た
め
、
中
央
地
方
政
府
の
相
互
関
係
は
そ
の
時
々

に
よ
っ
て
流
動
的
に
な
る
。
地
域
住
民
が
選
挙
で
選
ん
だ
リ
ー
ダ
ー

や
地
方
議
会
に
よ
っ
て
中
央
地
方
関
係
が
規
定
さ
れ
、
行
財
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
や
税
負
担
率
を
住
民
の
意
向
に
沿
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
一
九
八
0
年
代
に
は
、
財
政
的
に
は
緊
縮
財
政
を
志

向
し
つ
つ
も
、
社
会
的
な
争
点
で
は
り
ベ
ラ
ル
な
態
度
を
と
る
、
い

わ
ゆ
る
新
政
治
文
化
型
（
Z
Φ
≦
℃
○
一
三
∩
巴
〇
三
曾
8
）
の
リ
ー
ダ

ー
が
台
頭
し
、
地
方
分
権
化
の
流
れ
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
教
育
改

革
、
行
財
政
改
革
が
さ
ら
に
上
位
レ
ベ
ル
の
政
府
へ
と
波
及
し
て
い

く
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
（
第
二
章
）

　
わ
が
国
以
上
に
中
央
政
府
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
強
い
と
さ
れ
る
の
が
韓
国
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
韓
国
に
お
け

る
地
方
制
度
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
首
長
公
選
制

が
導
入
さ
れ
、
い
わ
ば
「
地
方
自
治
に
対
す
る
手
探
り
状
態
」
に
あ

る
。
中
央
政
府
と
地
方
政
府
、
地
方
政
府
間
の
権
限
が
い
ま
だ
不
明

確
な
ケ
ー
ス
も
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
二
部
「
地
方
自
治
の
政
治
構
造
」
で
は
地
方
自
治
体
内
の
ア
ク

タ
ー
に
焦
点
を
当
て
、
首
長
、
地
方
議
会
議
長
の
財
政
選
好
、
代
表

観
、
政
策
選
好
が
そ
れ
ぞ
れ
分
析
さ
れ
る
。

　
第
一
章
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
に
不

健
全
な
財
政
運
営
を
も
た
ら
し
た
原
因
の
一
つ
に
補
助
金
依
存
体
質

が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
四
章
で
は
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
の
財
政
担
当

者
を
対
象
と
し
た
一
九
八
六
年
、
一
九
九
五
年
の
二
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
「
補
助
金
観
」
の
析
出
を
試
み
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
財
政
力
の
低
い
自
治
体
で
は
国
か
ら
の
支
出
の

不
足
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
社
会
経
済
環
境
、
財
政
環
境
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
も
、
保
守
党
支
持
率
の
高
い
地
方
自
治
体
ほ
ど
補
助
金
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へ
の
依
存
意
識
が
強
い
。
さ
ら
に
、
補
助
金
配
分
過
程
に
お
け
る
政

治
的
ノ
イ
ズ
の
存
在
を
実
証
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
中
央
政

府
の
財
政
に
一
層
余
裕
が
な
く
な
れ
ば
、
財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
が
保
守
系
の
地
方
議
員
、
国
会
議
員
を
通
じ
て
よ
り
激

し
い
補
助
金
獲
得
競
争
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
地
方
自

治
体
は
十
分
な
財
務
監
察
や
自
治
体
経
営
の
見
直
し
に
取
組
ん
で
い

る
と
は
言
え
ず
、
財
政
再
建
に
取
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
喪
失
し

て
い
る
と
指
摘
す
る
。
補
助
金
配
分
の
問
題
を
後
回
し
に
し
た
権
限

の
み
の
委
譲
も
、
逆
に
補
助
金
だ
け
を
削
減
す
る
分
権
も
、
地
方
自

治
体
に
「
自
律
」
を
促
す
も
の
で
は
な
く
、
実
効
性
が
低
い
と
筆
者

は
主
張
す
る
。

　
第
五
章
で
は
三
力
国
の
地
方
議
員
が
自
ら
の
役
割
を
ど
の
よ
う
な

認
知
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
役
割
認
知
を
、
地
方
議
員

は
地
域
区
民
か
ら
す
べ
て
の
権
限
を
委
任
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
「
信
託
型
」
、
つ
ね
に
地
域
区
民
の
利
益
を
代
弁
す
べ
き
と
す
る

「
代
理
人
型
」
、
そ
の
中
間
の
「
政
治
家
型
」
と
三
つ
に
類
型
化
し
た
。

そ
の
上
で
日
本
と
韓
国
は
「
信
託
人
型
」
の
回
答
が
八
割
を
占
め
る

の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
政
治
家
型
」
が
ほ
ぽ
半
数
を
占
め
る

と
し
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
財
政
選
好
と
環
境
保
護
、
人
権
保
護
、
社
会
運
動
へ

の
支
持
と
い
っ
た
新
し
い
争
点
へ
の
対
応
の
二
点
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
し
て
い
る
。
「
社
会
・
経
済
環
境
」
の
変
化
が
エ
リ
ー

ト
の
政
策
選
好
を
変
質
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
政
策

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
変
化
を
も
た
ら
す
と
し
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
で
は
財
政
選
好
に
つ
い
て
は
保
守
的
で
あ
る
が
、
社
会
的

な
新
争
点
に
つ
い
て
は
り
ベ
ラ
ル
な
態
度
を
と
る
新
政
治
文
化
的
な

リ
ー
ダ
ー
が
選
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
で
は
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
文
化
を
持
つ
地
方
政
治
エ
リ
ー
ト
が
未
だ
多
数
を

占
め
て
い
る
。
わ
が
国
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
文
化
と
新
政

治
文
化
の
過
渡
期
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
五
、
六
章
で
は
三
力
国
の
首
長
、
議
員
の
役
割
認
知
、
政
策
選

好
の
相
違
が
統
計
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
相
違
を
生
む
要

因
に
つ
い
て
も
実
証
的
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
五
章
で

は
日
韓
両
国
と
も
に
政
治
家
型
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
「
西
欧
に

比
べ
て
『
操
』
を
重
要
視
す
る
儒
教
文
化
」
や
韓
国
は
「
議
会
政
治

に
お
け
る
妥
協
文
化
に
馴
染
ん
で
い
な
い
」
た
め
と
政
治
文
化
の
相

違
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
明
を
裏
付
け
る
根
拠
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
三
力
国
の
地
方
自
治
制
度
、
首
長
や
地
方
議
員
に
付
与
さ

れ
て
い
る
権
限
、
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
構
造
等
を
説
明

変
数
と
し
た
検
討
を
望
み
た
い
。
ま
た
六
章
で
も
政
治
文
化
と
エ
リ

ー
ト
の
役
割
認
知
と
の
問
を
結
ぶ
論
理
的
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
社
会
・
経
済
環
境
」
の
変
化
に
そ
の
原
因
を
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求
め
る
の
な
ら
ば
、
例
え
ば
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
二
回
の
調
査
デ

ー
タ
を
時
系
列
で
比
較
し
、
こ
の
十
年
間
の
変
化
か
ら
検
証
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
三
部
「
地
方
自
治
の
財
政
構
造
」
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
地

方
自
治
体
の
財
政
再
建
政
策
の
決
定
要
因
が
検
討
さ
れ
る
。
U
希

の
モ
デ
ル
に
示
唆
を
受
け
、
「
社
会
・
経
済
環
境
」
、
「
財
政
的
環

境
」
、
「
政
治
的
環
境
」
の
三
つ
を
説
明
変
数
と
し
た
共
通
の
分
析
枠

組
み
を
設
定
し
、
体
系
的
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　
第
七
章
で
は
「
政
治
的
環
境
」
の
う
ち
、
首
長
の
政
策
選
好
が
政

策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
規
定
す
る
と
の
仮
説
の
下
、
首
長
の
財
政
選
好

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
首
長
の
財
政
選
好
を
被
説
明
変
数
に
首
長

の
置
か
れ
た
「
政
治
的
環
境
」
、
首
長
自
身
の
個
人
的
属
性
、
「
社

会
・
経
済
環
境
」
を
説
明
変
数
と
し
た
C
H
A
I
D
に
よ
る
分
析
に

よ
る
と
、
選
挙
に
お
け
る
政
党
支
持
の
形
態
に
よ
っ
て
財
政
選
好
の

規
定
要
因
が
異
な
る
と
の
結
果
を
得
て
い
る
。
保
守
系
の
首
長
で
は

首
長
の
個
人
的
属
性
や
「
社
会
・
経
済
環
境
」
が
影
響
を
与
え
て
い

る
一
方
で
、
与
野
党
相
乗
り
首
長
で
は
与
党
議
席
率
が
高
い
ほ
ど
財

政
規
模
の
縮
小
を
志
向
す
る
。

　
第
八
章
で
は
被
説
明
変
数
と
な
る
財
政
再
建
政
策
の
国
際
比
較
を

行
っ
て
い
る
。
各
国
で
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
る
政
策
を
対
象
に
類

似
性
の
次
元
を
二
つ
析
出
し
た
。
第
一
軸
は
三
ヶ
国
と
も
「
現
行
制

度
下
で
の
採
用
の
し
や
す
さ
」
で
あ
っ
た
が
、
第
二
軸
は
各
国
に
相

違
が
見
ら
れ
、
こ
の
違
い
は
地
方
分
権
の
程
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
と
し
て
い
る
。
政
策
採
用
の
類
似
性
か
ら
政
策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
決
定
要
因
の
一
つ
と
し
て
地
方
分
権
の
程
度
と
い
っ
た
「
制
度
」

の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
財
政
再
建
政
策
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、

地
方
分
権
が
進
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
自
力
で
財
政
再
建
を
図
る

か
、
他
組
織
と
協
力
す
る
か
が
争
点
と
な
る
の
に
対
し
て
、
中
央
か

ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
強
い
日
本
で
は
歳
入
改
善
と
い
っ
た
対
処
療

法
的
政
策
か
支
出
削
減
と
い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
政
策
か
が
争
点

と
な
る
。

　
第
九
章
で
は
七
、
八
章
の
分
析
を
受
け
て
、
「
政
治
的
環
境
」
、

「
社
会
・
経
済
環
境
」
と
財
政
再
建
政
策
の
採
択
状
況
と
の
関
係
が

考
察
さ
れ
る
。
首
長
が
財
政
規
模
の
拡
大
を
志
向
す
る
自
治
体
で
は

対
処
療
法
的
政
策
が
採
用
さ
れ
や
す
い
。
逆
に
財
政
規
模
の
拡
大
に

消
極
的
な
立
場
を
と
る
首
長
の
い
る
自
治
体
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的

な
施
策
が
採
用
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
行
政
経
験
の
あ
る
首
長
は
省
力

化
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
な
ど
自
治
体
職
員
に
負
担
を
強
い
る
施
策

に
消
極
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
U
罵
に
代
表
さ
れ
る
従
来
の
政
策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
研
究
で
は

「
社
会
・
経
済
環
境
」
の
影
響
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
第

127



法学研究73巻3号（2000：3）

三
部
の
分
析
を
通
じ
て
、
「
社
会
・
経
済
環
境
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

変
数
と
し
て
投
入
し
て
も
、
首
長
の
個
人
的
属
性
や
「
政
治
的
環

境
」
の
影
響
が
統
計
的
に
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
国
際
比
較
を
通
じ

て
、
三
力
国
の
中
央
地
方
関
係
、
地
方
自
治
体
の
自
律
性
の
程
度
が

同
じ
政
策
課
題
に
対
し
て
異
な
っ
た
政
策
対
応
を
も
た
ら
す
こ
と
を

実
証
し
た
点
で
も
本
研
究
の
知
見
は
注
目
さ
れ
る
。

　
一
九
九
〇
年
の
福
祉
八
法
改
正
を
境
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
主
体
は
市
町
村
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
第
十
章
で
は
高
齢
者

福
祉
行
政
の
政
策
形
成
、
実
施
過
程
を
「
行
政
調
整
型
」
自
治
体
、

「
関
係
主
体
協
調
型
」
、
「
広
域
協
調
型
」
の
三
つ
に
類
型
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
別
に
歳
出
に
占
め
る
高
齢
者
福
祉
費
を
被
説
明
変

数
に
、
「
社
会
環
境
」
、
「
財
政
環
境
」
、
「
政
治
的
環
境
」
の
三
つ
を

説
明
変
数
と
し
た
パ
ス
解
析
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
分
析
の

結
果
、
比
較
的
都
市
部
に
多
く
見
ら
れ
る
「
行
政
調
整
型
」
自
治
体

と
財
政
規
模
が
中
、
小
規
模
の
自
治
体
に
多
く
見
ら
れ
る
「
関
係
主

体
協
調
型
」
自
治
体
と
で
は
、
政
治
的
環
境
や
影
響
パ
タ
ー
ン
や
財

政
環
境
が
及
ぽ
す
影
響
の
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。　
第
十
　
章
で
は
介
護
保
険
制
度
の
概
要
と
実
施
に
関
わ
る
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
る
。
介
護
保
険
制
度
の
導
入
は
財
政
、
事
務
負
担
の
両

面
で
地
方
自
治
体
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

四
月
に
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険
は
ま
さ
に
「
来
る
べ
き
分
権
時
代
に

お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
主
体
に
な
り
え
る
か
の
試
金
石
」
で

あ
り
、
今
後
地
方
自
治
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
基
盤
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
効
率
的
運
営
と
並
ん
で
財
政
基
盤
の
強
化
が
必
要
と
な

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
受
け
皿
と
な
る
地
方
自
治
体
の
財
政
基
盤
強
化
の
方
策
の
一
つ
と

し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
が
市
町
村
合
併
で
あ
り
、
い
わ
ば
第
三
次

市
町
村
合
併
待
望
論
と
も
呼
ぶ
べ
き
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
ブ
ー
ム
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
、
一
九
九
五
年
に
合
併
特
例
法

が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
た
。
第
十
三
章
で
は
一
九
九
六
年
の
あ
き
る

の
市
新
設
に
至
る
過
程
を
詳
細
に
追
い
、
「
実
質
的
に
は
新
法
制
定

に
近
い
」
と
も
さ
れ
る
こ
の
大
改
正
の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
特

に
合
併
特
例
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
住
民
発
議
制
度
が
機
能
し
て
お

ら
ず
、
合
併
に
よ
っ
て
ポ
ス
ト
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
首
長
、
地
方

議
員
が
合
併
に
関
す
る
意
志
決
定
過
程
を
独
占
し
て
い
る
と
論
じ
て

い
る
。

　
地
方
自
治
体
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
例

え
ば
、
地
方
財
政
学
者
を
中
心
と
す
る
行
政
の
効
率
性
を
重
視
す
る

立
場
か
ら
は
、
一
人
あ
た
り
の
基
準
財
政
需
要
額
が
低
い
こ
と
か
ら
、
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人
口
三
十
万
人
を
一
つ
の
目
安
と
し
た
市
町
村
合
併
を
検
討
課
題
と

し
て
挙
げ
る
議
論
も
あ
る
。
こ
う
し
た
合
併
論
議
に
対
し
て
、
第
十

二
章
で
は
実
際
に
市
町
村
合
併
が
地
方
自
治
体
の
行
財
政
に
与
え
る

効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
行
政
改
革
効
果
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
効
果
、

財
政
状
況
の
三
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
特
に
合
併
後
の
人
口
規
模

が
十
万
人
を
超
え
て
い
る
か
否
か
が
重
要
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
い
わ
き
市
を
挙
げ
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
地
域
開
発
を
進
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
果
た
し
た
一
方

で
、
ス
リ
ム
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

三

　
最
後
に
本
書
全
体
を
通
じ
て
評
者
が
感
じ
た
点
を
分
析
枠
組
み
、

分
析
対
象
、
分
析
手
法
の
三
点
か
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
部
か
ら
三
部
で
は
国
際
比
較
を
通
じ
て
各
国
の
中
央
地
方
関

係
の
相
違
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
後
半
の
第
四
、

五
部
で
は
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
が
抱
え
て
い
る
政
策
課
題
と
そ
の

対
応
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
各
章
ご
と
に
は
興
味
深
い
知
見

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
半
部
で
は
国
際
比
較
を
念
頭
に
置
い
て
お

ら
ず
、
調
査
デ
ー
タ
や
分
析
手
法
も
異
な
る
た
め
、
前
半
部
と
後
半

部
の
関
連
性
が
や
や
薄
い
と
の
印
象
を
受
け
る
。
本
書
全
体
に
共
通

す
る
理
論
枠
組
み
や
各
章
の
知
見
を
総
括
す
る
章
を
別
に
設
け
、
整

理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
、
ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
要
因
と
国
内
要
因

の
双
方
を
説
明
変
数
と
し
て
組
み
込
ん
だ
比
較
公
共
政
策
研
究
と
し

て
、
読
者
の
理
解
は
よ
り
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
中
で
も
一
部
の
章
で
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
被
説
明
変
数
と
し
て
、
各
国
の
中
央
地
方
関
係
、
分
権
の
程

度
等
の
「
制
度
要
因
」
を
ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
説
明
変
数
に
、

「
社
会
・
経
済
環
境
」
、
「
政
治
的
環
境
」
を
国
内
的
な
説
明
変
数
に
、

さ
ら
に
地
方
エ
リ
ー
ト
の
財
政
選
好
や
政
策
選
好
を
媒
介
変
数
と
し

た
統
合
モ
デ
ル
を
基
に
、
各
変
数
問
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
体
系

的
な
分
析
が
本
書
の
後
に
続
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
第
二
に
本
書
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
分
析
の
対
象
は
市
町

村
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
比
較
を
試
み
る
う
え
で
、
三
力
国

の
基
礎
自
治
体
レ
ベ
ル
に
対
象
を
限
定
し
、
条
件
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国

に
お
け
る
分
権
改
革
の
議
論
に
お
い
て
は
国
と
都
道
府
県
の
関
係
を

抜
き
に
し
て
は
考
察
で
き
な
い
。
中
央
政
府
と
都
道
府
県
の
関
係
、

都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
、
市
町
村
の
関
係
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
考
察
が
あ
れ
ば
、
わ
が
国
の
中
央
地
方
関
係
が
抱
え
る

問
題
点
を
よ
り
強
調
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
点
が
ア
ン
ケ
ー
ト
・
デ
ー
タ
お
よ
び
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
に

つ
い
て
で
あ
る
。
い
ま
や
地
方
分
権
に
対
す
る
関
心
は
政
治
学
者
、
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行
政
学
者
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
う
し
た
幅
広
い
読
者
層
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
の
か
、
本
書
で
は
比
較
的
簡
潔
に
デ
ー
タ
の
処
理
方
法
、

分
析
方
法
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
多
く
の
章
で
三
ヶ
国
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
た
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
設
問
を
実
施
し
た
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
回
答
を
、

ど
の
よ
う
な
変
数
と
し
て
加
工
・
処
理
し
た
の
か
、
提
示
が
あ
る
と

よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
第
三

部
で
は
M
D
S
（
冨
巳
呼
∪
言
窪
巴
o
轟
一
ω
8
一
一
轟
）
に
よ
る
軸
の

析
出
や
C
H
A
I
D
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
の
分
割
な
ど
洗
練
さ
れ
た
統

計
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
分
析
手
法
に
つ
い
て
も

若
干
の
説
明
が
あ
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
わ
が
国
の
政
治
学
で
も
行
動
科
学
的
な
実

証
分
析
は
大
き
な
地
位
を
占
め
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
地
方
政

治
の
分
野
に
お
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
現
行
制
度
の
解
説
や
情
報

公
開
条
例
、
地
域
福
祉
等
の
特
定
政
策
領
域
に
お
け
る
先
進
自
治
体

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
偏
っ
て
お
り
、
公
共
政
策
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

分
析
は
い
ま
だ
発
展
途
上
と
の
印
象
が
あ
っ
た
。
本
書
は
二
度
に
わ

た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
膨
大
な
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
・
デ
ー
タ
を
駆
使

し
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
政
策
や
地
方
政
治
に
お
け
る
政
策
過
程

の
い
か
な
る
点
に
問
題
が
あ
る
の
か
実
証
し
、
問
題
解
決
の
方
向
性

を
指
し
示
す
貴
重
な
研
究
と
し
て
高
く
評
価
で
き
よ
う
。
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